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(lllみ立てる前に,

llみ■てる前に説照■をお読み下さい   部品をランチー,ら胡りまなす崎はlI型用ニッパーとカッタ を使用します
楼摯剤を少しなめに使 うこと,1■ れ t =な上 |る こつてす   核お●る籠 ,部品を合わせて確かめます
綾亀剤や重

'1を
使用する時はときとき,を開 ,て 換気に気を,,● し,う

llみ 立て後の部品やこ=― ル■は小●な子供の手"届
かないま全な・

jに保管して下さ:●
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用メ   プラステレクモデ,,用
正は■   ,
取り扱い■の ■意
●勁児の手が高かないと,うに口き ,ヽたすらをしないように注意
すること
●壌な円以外には使用しないこと

・ 横n・瞭して ,機気をよくすること

・ 有瞼澪瘍,含んでいるので有●であ
'お
気を嗅わないよ0注 t・●

る●と
●目やのと
「
,V意を導した, 気,●悪くな,た ら 空気の新鮮な
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所に移動し 必妻に比してほllの鰺断,壺
'る
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